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半導体システムソシューション技術委員会

ステアリング委員会

デバイスモデルDX推進SC

半導体＆システム開発技術SC

半導体構造設計技術SC

半導体EMC-SC

仮想設計を実現する上で必要な電子デバイスのシミュレーション・モデルの円
滑な流通を実現する事を目的とし、デバイスモデルの流通・認証の枠組みを構
築する。

半導体を使用したシステム開発手法・設計手法の検討。新技術の共通認識を得て、その技
術の情報展開・利用促進活動を行う。

半導体EMCに関するIEC国際標準化活動、システム(アプリケーション)上のEMCに関する
規格の検証試験（妥当性、相関など）、および半導体EMCの普及促進活動を行う。

半導体の構造設計・実装技術の標準化活動・情報展開・啓蒙活動を行う。(熱設計のための
新モデル検討、シミュレーション精度向上、材料物性情報の精度向上、3DIC技術を含む)

半導体を使用したシステム(アプリケーション)開発におけるソリューショ
ン技術(含む設計技術)の非競争領域の共同開発・技術の共有化および標準
化活動を行う。
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SCスコープ
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• SCスコープ
– 仮想設計を実現する上で必要な,電子デバイスのシミュレーション・モデルの円滑な流通を実
現する事を目的とする.

– 上記目的を達成する為,モデルの要件と適合性の検証手法を定義し,当該モデルが正しく使
用される為のガイドラインを作成し,当該定義書の国内標準化・国際標準化を行う.

– 上記に関する認証と流通の枠組みを構築する.

• 補足
– 当該モデルの適用は,自動車・産業機器分野に限定せず広く需要のある分野とする.

– 当該モデルの用途は,電気,EMC,熱及びそれらの連成シミュレーション等とする.

– 当該モデルの対象は,集積回路(マイコン・メモリ・電源・通信・音響・撮像素子等)モデル,パ
ワー素子モデル,受動素子モデル等の電子デバイス全般とする.

– 目的達成を推進する為に,当該社団法人内のみならず国や外部機関,EDAベンダとの協調
を積極的に行う.
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活動内容ご紹介

4



デバイスモデルDX推進SC

2022/9/9一般社団法人 電子情報技術産業協会
Japan Electronics and Information Technology Industries Association

仮想設計におけるシミュレーションモデルの重要性

• 背景

– 開発期間短縮とコスト削減のため仮想設計の活用が推進されている。

– COVID-19対応でモノベースのF2F開発からリモート仮想設計への移行が急務

• 仮想設計

– 実設計では実物部品を組み上げて測定し良否を判断している。

– 仮想設計では部品を組み上げた状態の動作を仮想的に測定する。

➔シミュレーション技術が仮想設計を現実化する

• シミュレーション技術

• 部品のモデルを組み上げてシステムの動作を模擬（モデルベース設計）

➔部品のモデルが仮想設計の成否を左右する
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測定器

部品モデル シミュレーション設計対象

設計対象
実物部品
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シミュレーション技術活用による開発プロセス進化
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シミュレーション開発 バーチャル試作

従来フロー 進化型開発フロー

性能設計(L0)

性能設計(L1)

性能設計(L2)

試作

システム設計

構造設計

単体検証

システム検証

実車検証

部品設計

実車検証

試作

構想設計
大きな開発ループ
＝大きな手戻り

方式設計

具体設計

詳細設計

単体検証

システム検証

開発コンセプト
ウォーターフォール型

アジャイル型

開発コンセプト

実機開発
(ミニマム化)

• 経験的開発(差分開発)
• 開発費(試作費+検証工数) 大

製造
図面

SIM
モデル

SIM
モデル

製造
図面

• 物理的/定量的開発
• 開発費大幅削減

• 開発アーキテクチャ激変
• 新技術開発容易
• デジタル認証
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デバイスベンダ
モデルベンダ
Webサイト

デバイスベンダ

モデル入手の現状と課題

セットメーカ

モデル提供依頼

デバイスモデル

デバイスモデル

モデル検索

(ダウンロード)

モデルベンダ
モデル開発委託

デバイスモデル

セットメーカ
(使用者)

①モデルが入手できない、入手に手間がかかる
②モデルの素性(特性、使用条件等)が不明
③モデルが所有するツールで動かない

デバイス/モデルベンダ
(提供者)

①大量のモデルを開発する余裕がない
②使用者が必要とするモデル仕様が不明

特性測定

モデル作成

ミ
ス
マ
ッ
チ
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デバイスベンダ
モデルベンダ
Webサイト

デバイスベンダ

モデルの素性を表すメタデータ

セットメーカ

モデル提供依頼

デバイスモデル

デバイスモデル

モデル検索

(ダウンロード)

モデルベンダ
モデル開発委託

デバイスモデル

特性測定

モデル作成

モ
デ
ル
要
件
で

マ
ッ
チ
ン
グ

「モデルの素性」とは

何の特性がどの範囲まで表現されているか
•周波数、電源などの依存性は再現できるか
•パッケージ、リード等の寄生成分は入っているか
•どのツール、バージョンで検証されているか、等

素性を表す項目(モデル要件)を規格化

モデルの素性がはっきりするのでモデル流通
が促進される

規格に準拠したモデル仕様書(メタデータ)を
モデルに添付するようにする
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デバイスベンダ

モデル流通事業者

モデル仕様書を活用したモデルの流通促進
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セットメーカ

EDAベンダ

モデルベンダ

モデル

モデル

モデル

設計ツール

提供

注文

納品

注文

納品

製品

設計ツール

検索 入手

検索 入手

モデル提供

モデル作成依頼

標準化組織
(JEITA)

認証

参照

規格

モデル仕様書標準化

認証機関

モデル認証

モデル仕様書(メタデータ)をモデルに添付して流通促進

提携

W字開発

仮想実物
設計ツール設計ツール
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モデル

モデル

モデル
仕様書

モデル
仕様書

モデル
仕様書

モデル

モデル
仕様書モデル

モデル
仕様書モデル

• セットメーカの開発効率化、競争力向上
• デバイスベンダ、モデルベンダの売り上げ拡大

ビジネス効果
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モデル流通アーキテクチャ ~施策案~

• 施策案をリストアップ

• 今後：アーキテクチャ設計、施策案の精査、実現可能性と実行体制の検討、実行

10

No. 課題 施策案 対象ステークホルダ

1 アーキテクチャの構想設計と各施策の具体化 流通アーキテクチャ構想設計 全体

2 モデルの流通を円滑に行えるようにすること モデル流通ガイドライン策定

3 用途に応じて低コストで効率よくモデルを作成でき
ること

モデル作成自動化システムの開発 デバイスメーカ、モデルベンダ、
EDAベンダ4 異種シミュレータ間モデル変換機能の開発

5 モデル仕様書を低コストで効率よく作成できること モデル仕様書作成自動化システムの開発

6 モデル認証の内容と手段を明確にすること モデル認証規格を策定する デバイスメーカ、モデルベンダ、
認証機関

7 認証されたモデルであることを証明できるようにする
こと

電子証明書の発行 認証機関

8 モデルの認証をできるようにすること 認証機関の設立と運用

9 使用者の要求仕様に沿ったモデル候補を提示でき
ること

モデル検索ポータルサイトの設置し、モデル
蓄積事業者のサイトとリンク

モデル流通事業体

10 要求仕様項目の標準化

11 検索項目(要件定義)の標準化

12 AIエキスパートシステムの開発

13 決済機関と連携してモデル購入の決済ができること モデル流通事業体や決済機関と連携した
モデル購入の決済ができる機能の組込み
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モデル仕様書作成規格とモデル仕様書
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• 「モデル仕様書作成規格」は現在JEITA規格として作成中。

• 将来的には国際標準を目指す。

「モデル仕様書作成規格」ドラフト 「モデル仕様書作成規格」に従ったモデル仕様書
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